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世
界
の
新
造
船
建
造
能
力
は
、

約
１
億
総

で
す
。
こ
れ
に
対

し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

年
平
均
受
注
量
は
５
３
０
０
万
総

と
大
幅
に
不
足
。
合
計
す
れ

ば
、
世
界
需
要
の
９
割
以
上
を
造

っ
て
い
る
日
韓
中
の
建
造
シ
ェ
ア

は
、
現
在
２
対
３
対
４
で
す
が
、

幸
い
円
高
も
是
正
さ
れ
１

１
０

０
円
だ
と
日
本
が
最
強
で
し
ょ

う
。
需
要
低
迷
期
は
わ
が
国
に
有

利
で
す
。

　
と
申
し
ま
す
の
も
、
今
、
船
を

注
文
し
て
い
る
人

た
ち
は
低
船
価
・

高
性
能
、
特
に
燃

費
性
能
の
良
い
船
を
指
向
し
て
い

ま
す
。
一
説
で
は
、
運
航
コ
ス
ト

の
半
分
を
燃
料
費
が
占
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
省
エ
ネ
は
船
体
設
計
、
パ
ワ
ー

プ
ラ
ン
ト
、
運
航
技
術
や
制
御
技

術
な
ど
技
術
の
総
合
力
が
も
の
を

言
う
世
界
。
海
運
造
船
舶
用
工

業
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
日
本
が
大

き
く
リ
ー
ド
で
き
る
分
野
で
す
。

　
さ
ら
に
、
重
工
メ
ー
カ
ー
系
の

造
船
所
を
中
心
に
、
造
船
業
界
は

海
洋
開
発
分
野
へ
の
進
出
に
舵
を

か
じ

切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
に

対
し
て
、
国
土
交
通
省
も
舶
用
メ

ー
カ
ー
が
オ
フ
シ
ョ
ア
分
野
の
製

品
を
開
発
す
る
た
め
の
補
助
金

や
、
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

排
出

を

％
削
減
す
る
船
の
開
発
補
助

金
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
ま
す
。

　
円
安
の
風
が
吹
い
て
、
業
況
の

見
通
し
が
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
潤
沢
な
内
部
留
保
資
金
は
リ

ス
ト
ラ
で
は
な
く
、
設
備
投
資
に

使
え
そ
う
で
す
。
政
府
の
支
援
も

あ
り
、
ま
た
、
産
業
界
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
中
で
、
日
本
の
造
船

力
を
強
化
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
が
来
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
造
船
技
術
を
持
ち
、
造
船
大
国
と
し

て
業
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
。
だ
が
、
２
０
０
５
年
か
ら
の
活
発
な
荷
動
き
に
伴

い
、
韓
国
、
中
国
が
台
頭
。

年
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
船
舶
の

供
給
過
剰
、
設
備
過
剰
に
よ
る
船
価
の
下
落
と
い
う
苦
し
い
状
況
と
な
っ
た
。
建

造
す
る
船
が
底
を
つ
く
「
２
０
１
４
年
問
題
」
が
迫
る
い
ま
、
金
融
緩
和
対
策
に

よ
る
円
高
是
正
で
適
正
な
価
格
で
受
注
で
き
る
段
階
に
き
た
。
外
需
の
促
進
、
新

規
事
業
へ
の
進
出
な
ど
、
日
本
の
造
船
業
界
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
む
。
今
年
は
７
月

日
が
海
の
日
。
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海

洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
。

新
造
船
受
注
改
善
へ
日
本
の
高
い
技
術
を
世
界
に
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年
か
ら
荷
動
き
が
活
発

化
し
、
韓
国
、
中
国
で
は
造

船
業
界
へ
の
新
規
参
入
や
新

た
な
造
船
所
の
建
造
が
続
い

た
。

年
の
新
造
船
の
受
注

量
は
日
本
、
韓
国
、
中
国
合

わ
せ
１
億
４
９
６
４
万
８
０

０
０
総

と
記
録
的
な
数
字

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
荷

動
き
が
停
滞
し
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
船
が
余
る
状
況

が
続
く
。
ま
た
、
円
高
の
影

響
で
船
価
が
低
迷
し
、
造
船

業
界
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境

と
な
っ
た
。

　
新
造
船
の
受
注
が
枯
渇
す

る
と
懸
念
さ
れ
た
２
０
１
４

年
問
題
で
は
あ
る
が
、
世
界

経
済
の
回
復
で
荷
動
き
の
増

加
、
円
安
効
果
で
環
境
が
改

善
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
船
舶

輸
出
組
合
の
輸
出
船
契
約
実

績
に
よ
る
と
、
５
月
は
前
年

度
同
月
比
３
倍
超
の

万
３

９
０
０
総

。
前
年
に
比
べ

３
カ
月
連
続
で
増
加
し
て
い

る
。
日
本
造
船
工
業
会

造

工
会

の
会
員
企
業
で
は

年
分
の
仕
事
は
埋
ま
り
、

年
前
半
ま
で
埋
ま
っ
た
企
業

も
あ
る
と
い
う
。
燃
費
が
良

く
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
削
減
す
る
日

本
の
エ
コ
シ
ッ
プ
を
、
船
価

が
安
い
時
期
に
購
入
す
る
動

き
か
ら
だ
。
先
進
国
を
中
心

に
、
不
良
な
船
を
排
除
す
る

動
き
が
あ
る
と
と
も
に
、
環

境
規
制
も
高
ま
っ
て
い
る

中
、
エ
コ
シ
ッ
プ
の
需
要
は

伸
び
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
老
齢
船
、
不
採
算

船
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
進
ん
で

い
る
。

年
の
世
界
の
解
体

船
腹
量
は

年
比
２
０
９
０

万
９
０
０
０
総

増
の
２
５

０
１
万
６
０
０
０
総

。

年
に
は
荷
動
き
と
船
腹
量
の

バ
ラ
ン
ス
が
引
き
締
ま
る
と

み
ら
れ
る
。

　
日
本
の
高
い
造
船
技
術
を

新
た
な
事
業
に
生
か
す
動
き

も
あ
る
。
造
工
会
の
佃
和
夫

会
長
は
「
今
ま
で
以
上
に
技

術
革
新
の
推
進
、
海
洋
資
源

・
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
新
分
野
へ
の
進
出
、
人

的
基
盤
の
強
化
な
ど
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
言
う
。

　
６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
総
合
戦
略
」
で
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

の
た
め
の
技
術
課
題
の
解
決

を
目
標
に
、

年
を
め
ど
に

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実

用
化
が
組
み
込
ま
れ
た
。
ま

た
、
造
船
企
業
、
海
運
企
業

な
ど
が
会
社
の
枠
を
超
え
て

取
り
組
む
「
Ｊ
―
Ｄ
ｅ
Ｅ
Ｐ

技
術
研
究
組
合
」
は
ブ
ラ
ジ

ル
海
域
な
ど
の
鉱
区
に
点
在

す
る
洋
上
施
設
群
に
、
人
員

・
物
質
を
効
率
的
に
輸
送
す

る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ブ

方
式
の
開
発
を
進
め
る
。
こ

う
し
た
海
洋
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
現
に
必
要
と
な
る

大
型
浮
体
、
高
速
船
な
ど
の

技
術
力
を
強
み
に
、
新
た
な

市
場
開
拓
に
挑
戦
し
て
い

く
。


